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会員増加および増強が必要とすれば、根本的には質と数との問題はありますが、なぜ増加及び増強が必要なのかを
理解しこの事を原動力とすることが大切だと思います。
RIロータリー章典（2017年6月版）によれば、「5.010.会員増加および増強」および「5.010.1.会員の増加における個々の
ロータリアンの役割」には「ロータリー会員であることの利点を他の人に推進することは、全てのロータリアンにとって共通
した個人的な責務である。」と記されています。また、ロータリーの目的の第1には、知り合いを広めることによって奉仕の
機会とすること、とされています。これらからすると、そもそも会員増加および増強は全てのロータリアンの責務なのです。
個々の地区やクラブの問題として考えてみた場合には、1つの指針として「ロータリー章典（2017年6月版）17.010.3.地
区の規模」には「クラブ数が75に満たない、また所属ロータリアン数が2700名に満たない地区にこれらの数に達するよう奨
励している」となっています。これからするとこの基準を満たすまでは増加および増強の必然性ありと判断されますが、で
は基準を満たしている地区はこれ以上増加及び増強の必要はなくても良いのでしょうか？
1地区平均2700名止まりで良いとするなら我国は34地区ですから合計で91800人程度となり、RIは1ゾーン35000人
±10％が必要としていますので、これでは3ゾーン（105000人必要）を保つ事が出来ません。3ゾーン体制を保つなら現状
では計算上1地区平均3100人が必要となりますが、全ての地区やクラブがこの基準に達する事には中々計算通りにはい
かないでしょう。
日本は今までの3ゾーン体制が今後2.5ゾーンに減少することが決定しています。日本のロータリアン数は現状90000人
弱ですから元の3ゾーン体制に戻すなら人数的には全国で約15000人の増加が必要となります。基本的に個々の地区で
はなく、日本ロータリー全体（各ゾーン）の問題として増加および増強を優先して考える事だと思います。
大きな地区はより大きく、小さな地区は少なくとも基準に向かっての普段の努力が求められます。短期的（3～5年程度）
で純増15000人（1地区平均純増450人程度）の増加は可能でしょうか？簡単に可能な地区もあれば、中々難しい地区も
あるかも知れませんが、数字的にみれば6人のロータリアン（全国で15000組）が数年で1人以上の会員を確実に入れれ
ば達成できる数なのです。60人の会員数のクラブであれば、10人の会員増となります。
1つのメルクマールとして6人組を作ってはどうでしょうか。1つの方法論として申し上げました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１ゾーンロータリーコーディネーター補佐　坂本元彦　（富士見)
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今年も3月末に「会員基盤向上セミナー」が200名を越える参加者を得て、大変熱気に溢れたセミナーが開催出来、開
催者の1人としてホッとすると共に各地区が会員増強・退会防止に苦慮していることを改めて強く感じました。
今回は、会員増強に成功された事例を多くご紹介することに重点を置いて、RC・RPIC・RRFCの方 と々準備を進めまし
た。今回、取り分け反響が大きかったのは、大宮西RC高橋会長、東京八王子西RCの三浦PAGの事例紹介であったと感
じています。その両名のお話に共通していたことは、誰がリーダーシップを取るのか、会員各位も増強や退会防止に関心
はあるが、最初の一歩をどう踏みだすかということが一番重要だと強調されていました。
増強に成功されているクラブは多かれ少なかれ、また形を変えてクラブの「戦略計画」を持たれています。八王子西RC
は創立50周年を一つの契機にクラブ全体で50周年に100名を達成するという共通認識を持ち、会員各位がそれぞれ役
割を持ち推進し、結果目標を達成したとお聞きしました。その勢いは、現在も続いており115名から120名を視野に増強を
続けていると伺っています。
地区を上げての取り組みの成功例は2840地区が2013-14年度からの3年間で150名を越す増強に成功されていますが、
ガバナー、エレクト、ノミニーとの連携で戦略計画を策定され、大きな成果を上げられました。
また、全国で最も会員数の多い2760地区は昨年度、神野ガバナーのリーダーシップの下、地区を挙げてクラブの戦略
計画導入に尽力され、5000名に届く勢いの増強とクラブ拡大を達成されています。どんな組織でも、目標を持ち、それを
実現するための計画が必要とされています。組織はその戦略に従うものであり、組織ありきでは決してありません。最初の
リーダーシップを誰が取り、力強い第一歩を踏み出すのかが、各クラブ、またそれを支える地区チームにとって最大の課
題であると感じています。それを出来るのは、やはり会長であり、ガバナーであると思います。ただ、大事なことはガバ
ナー年度、会長年度になって出来るものではなく、エレクト、ノミニーの時代からの思いと連携が必要であると考えます。
また、強調したいのは、パストという役割です。パストは終わりを意味するのではなく、次の始まりであるとの認識が必要で
す。戦略計画を実行していく上で、パストの役割は大きいとも感じています。あくまでも、現年度のサポートという役割です。
さて、最後に多様性についてですが、基本はやはり職業分類にあると思います。クラブが末永く繁栄していくためには、
様 な々意味で多様性が必要であることは論を待たないと考えます。その基本にはクラブの構成メンバーのバランスが肝
要だと強く思います。2760地区を拝見していると、その重要性を改めて感じます。もちろん、年齢構成、女性会員の比率
なども重要ですが、職業分類の多様性もクラブの戦略計画を策定する場合の大事な要因であると思います。
会長、ガバナーには最初の一歩を力強く踏み出していただきたいと思います！再度、3ゾーン復活を目指しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第２ゾーンロータリーコーディネーター補佐　水野　功（東京飛火野）

■ 「増加及び増強について」

■ 「会員基盤向上セミナーから感じたこと」
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理事会・評議員会報告 ―役員改選で新理事長就任― 
下記の通り、理事会（ 開催・書面）および定時評議員会（ 開催）を開催しました。

第二十回理事会 議長：小沢一彦理事長 出席者：理事 人 監事 人 列席者 人
【主な議題】評議員後任候補者、理事・監事候補者、 年度事業報告および附属明細書、 年度計算書

類、 年度収支予算書一部修正、専門委員選任、定時評議員会招集など：原案通り承認

第九回評議員会 議長：仲田昌弘評議員 出席者：評議員 人 常務理事・監事 人 列席者 人
【主な議題】定款変更、 年度評議員の選任、 年度理事・監事の選任、 年度計算書類承認など：

原案通り承認
理事会および評議員会の前には、直前ＲＩ理事としてご列席の斎藤直美
氏から「米山記念奨学会の意義」について、また、（公財）米山梅吉記念
館理事長であり、当会評議員である積惟貞氏から「米山梅吉記念館創立
周年記念事業」についてのお話をいただきました。各会議終了後には、

それぞれ退任される理事、評議員への感謝状贈呈を行いました。また、両
会議において、任期満了で理事長を退く小沢一彦氏から最後のごあいさつ
を頂きました。評議員会終了後のセレモニーでは、斎藤直美氏から小沢一
彦氏に感謝状が贈呈されました。

第二十一回理事会

評議員会での理事選任を受
けて、決議の省略による理事
会（書面決議）を開催し、右
記の役員が選定されました。

GETS でよねやま親善大使がスピーチ 
月 日～ 日に都内で開催されたガバナーエ

レクト研修セミナー（ＧＥＴＳ）の 日目午後・
閉会本会議において、当会の小沢一彦理事長と
岩邉俊久事務局長が米山記念奨学事業の現況報
告を行いました。小沢理事長はこの 年を振り
返り、「米山ほどロータリーのためになり、平和
のためになるプログラムはない。ぜひこの奨学
事業に参画していただきたい」と、ガバナーエ
レクトにメッセージを送りました。
続く「学友 名のスピーチ」のセッションで
は、ロータリー財団（グローバル補助金）学友
と 学友と共に、よねやま親善大使のアブ
デルアール・アハメドさんが登壇し、「米山奨学

生に選ばれて～奇跡の出会い～」と題してスピ
ーチしました。母国エジプトの紹介をはじめ、
「誰がカウンセラーかわからないくらい、皆さ
んにお世話になった」という世話クラブとの交
流、研究の傍ら尽力する、日本の子どもたちへ
の異文化交流活動についての思いなどを語りま
した。アハメドさん
ならではの、ユーモ
アたっぷりのスピー
チに会場は何度も笑
いに包まれ、終わり
には大きな拍手が送
られました。

2018.9.13 

Vol.22222 

小沢前理事長（左）と斎藤新理事長

理  事  長： 斎藤直美氏（2760） 
副理事長： 塙 東男氏（2820） 若林紀男氏（2660） 
常務理事： 武田和夫氏（2800） 山崎淳一氏（2830） 
常務理事： 水野 功氏（2750） 滝澤功治氏（2680） 
名誉理事長： 小沢一彦氏（2780） 
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 ：
〒 東京都港区芝公園 黒龍芝公園ビル ：
： ： 編集担当：野津 のづ ・峯 みね

寄付金速報 ― 10 月の米山月間に向けて ―
月までの寄付金は前年同期と比べて ％

減（普通寄付金 ％増、特別寄付金 ％減）
となりました。昨年 千万円の大口寄付をいた
だいたこともあり、前年度比では多少減少した
ものの、直近 年間では 番目に高い寄付累計
額となりました。心より厚く御礼申し上げます。

当財団は内閣府より「公益財団法人」の認定を
受けているため、当奨学会への寄付金には所得
税、法人税の税制優遇が受けられます。相続税
も非課税となります。今年度もぜひご協力くだ
さい。詳細は当会ホームページをご覧ください
ますよう、よろしくお願いいたします。

２地区協同で一級河川の清掃活動
月 日、柿田川湧水公園

の清掃奉仕活動が行われ、第
地区（山梨・静岡）と

第 地区（東京）の奨学
生・ロータリアン、第
地区米山学友会、同地区イン
ターアクトなど、合わせて約
人が参加しました。
この活動はもともと沼津
柿田川ＲＣが長年続けてい
たもので、 年前から地区の活動となりました。
また、奨学生を連れた研修旅行で毎年米山梅吉
記念館を訪れていた第 地区では、当時の
地区米山奨学委員長の働き掛けもあり、第
地区と協同でこの柿田川湧水公園清掃活動を

行うことになったとのことです。
米山奨学生やローターアクトたちは、胸まで

の胴付き長靴を着用し、冷たい川の中に入って
外来植物を除去したり、公園内の草むしりをし
て、汗をかきながら清流の維持に一役買いまし
た。

台湾学友会による日本人への奨学金が 10 年目
台湾米山学友会（正式名称：（社）中華民国扶
輪米山会）による台湾版米山記念奨学事業「日
本人若手研究者奨学金」が設立 年目を迎えま
した。 月末の締切までに 人の応募があり、
台湾米山学友会理事会による選考の結果、過去

最多となる 人の合格が決定しました。合格者
には今年 月から 年間、台湾学友会から毎月

台湾ドル（約 円）が支給される
ほか、学友会メンバーがカウンセラーとなって、
台湾での留学生活を物心両面で支えます。

山中 彩 
国立台南藝術大学大
学院、繊維専攻。染色
工芸における表現技法

小島 和華子
国立中興大学大学院、
生物医学専攻。うつ病
患者の痛み知覚緩和

小菅 理沙
国立台湾大学。東アジ
ア地域包括的経済連携
における台湾の参加

松葉 隼
国立政治大学大学院。
日本統治期における台
湾の交通網形成

烏谷 亜紗子
国立屏東科技大学大
学院、農園生産専攻。
式改良 水稲栽培
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